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	 講演題目：植物の茎葉伸長と環境適応性
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	講演の概要

子孫を残す、これは生物にとって逃れられない“性”であり“定”であります。生物は多種多様な生存戦略を模索し、そしてより多く、より確実に子孫を残す戦略を獲得してきました。生物は今なお、追いつ追われつつの見えない過酷な競争を繰り広げています。「生息地の拡大」は生物にとって“子孫繁栄”の重要なファクターであります。特に移動することの出来ない植物は、新しい環境、過酷な環境に適応するために不良環境を克服する何らかの機能を獲得しなければなりません。一方、快適な環境の生育地維持競争に負け、より不良環境地へ進出することで生育地独占といったニッチを獲得することが出来るかもしれません。イネの野生種はアフリカ、アジア、オーストラリア、南米等に20数種存在し、それぞれの地域に適応しています。これらの野生種は、種々の環境に適応するために特殊な機能や形質を獲得してきました。これらの機能や形質には栽培イネでは見られない大変ユニークなものが多数存在します。本セミナーでは茎葉伸長制御を中心に野生種のもつ環境適応性の分子メカニズムを紹介するとともに、育種への応用を紹介します。

参考文献
Sasaki, A., Ashikari, M., Ueguchi-Tanaka, M., Itoh, H., Nishimura, A., Swapan, D., Ishiyama, K., Saito, T., Kobayashi, M., Khush, G. S., Kitano, H. and Matsuoka, M. (2002) A mutant gibberellin-synthesis gene in rice. Nature 416, (6882) 701-702.

Sasaki, A., Itoh, H., Gomi, K., Ueguchi-Tanaka, M., Ishiyama, K., Kobayashi, M., Jeong, D.H., An, G., Kitano, H., Ashikari, M. and Matsuoka, M. (2003) Accumulation of phosphorylated repressor for gibberellin signaling in an F-box mutant. Science 299, (5614) 1896-1898.
Ashikari, M., Sakakibara, H., Lin, S., Yamamoto, T., Takashi, T., Nishimura, A., Angeles, E. R., Qian, Q., Kitano, H. and Matsuoka, M. (2005) Cytokinin oxidase regulates rice grain production. Science 309, (5735) 741-745.
Ueguchi-Tanaka, M., Ashikari, M., Nakajima, M., Itoh, H., Katoh, E., Kobayashi, M., Chow, T.-Y., Hsing, Y. C., Kitano, H., Yamaguchi, I. and Matsuoka, M. (2005) GIBBERELLIN INSENSITIVE DWARF1 encodes a soluble receptor for gibberellin. Nature 437, (7059) 693-698.



理学部生物学科植物学コース
